
教科名 英語 科目 論理表現Ⅱ（特進クラス） 週授業時間 3時間 

 

１．教科書および副教材・参考書 

Vison Quest English Logic and ExpressionⅡ （啓林館） 

Vison Quest New English Grammar 24 （啓林館） 

Vison Quest New English Grammar 24 Work Book （啓林館） 

Vison Quest 総合英語 Ultimate （啓林館） 

Scramble 英文法・語法 （旺文社） 

Scramble 英文法・語法 ランダム問題集（旺文社） 

基礎英文解釈の技術 100（桐原書店） 

Hyper-listening Intermediate（桐原書店） 

Weblio Online 英会話 （GRAS GROUP） 

   タンゴスタ（旺文社） 

および適宜資料を配布する 

 

２．授業の目標および内容 

① 大学入試で必要な英文法を習得し、演習問題に対応できるようにする。 

② 大学入試で必要なイディオムを習得する。 

③ 大学入試に対応できるリスニング力を養成する。 

 

３．試験について 
 

 １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次 5 月 二次 ７月 一次 10 月 二次 12 月 期末 3 月 

学力試験 なし なし ２月 
 

内容・難易度について 

① 定期試験：授業で扱った教材等から出題する。リスニングは Hyper-listening Intermediate 

で実施した内容の類題を扱う。 

② 学力試験：読解・文法・語法問題・リスニング問題をバランスよく出題する。 

※学力試験には、英語 CⅡの範囲より、語彙問題・長文問題等が含まれる。 

 

４．課題・補習について 

英熟語ターゲット 1000よりイディオムの課題を出す。タンゴスタを利用する。 

その他演習問題プリントの課題もあり。夏期・冬期休みにはタンゴスタより課題を出す。 

 

５．評価の視点 

定期テストの点数×0.9 に平常点（タンゴスタ ・Online英会話・提出物・授業内の発表活動・

小テスト・授業態度）を含め、総合的に評価点を算出する。 



６．授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備 考 

１ 

English 

Grammar24 

・Extra4＆5 

・Extra6＆7 

・Extra10＆11 

 

基礎英文解釈の

技術 

・L1～L20 

 

Hyper-listening 

Intermediate 

・L1～L5 

・話法 1＆2 

・接続詞 1＆2 

・代名詞 1＆2 

 

 

 

・SV の発見 

・文の主要素 

 

 

・共通テスト・英検形式リスニング 

 

【副教材】 

・スクランブル英文法・語

法 

 

・ターゲット英熟語 1000

をタンゴスタで出題 

 

【Online 英会話】 

月に 1～2 回の頻度で実施 

 

 

２ 

基礎英文解釈の

技術 

・L21～L60 

 

Hyper-listening 

Intermediate 

・L6～L13 

 

・関係詞節の把握 

・共通関係の把握 

・省略の見抜き方 等 

 

・共通テスト・英検形式リスニング 

 

 

【副教材】 

・スクランブル英文法・語

法 

 

・ターゲット英熟語 1000

をタンゴスタで出題 

 

【Online 英会話】 

月に 1～2 回の頻度で実施 

 

 

３ 

基礎英文解釈の

技術 

・L61～L100 

 

 

Hyper-listening 

Intermediate 

・L14～L20 

 

・準動詞の SP 関係の把握 

・with 構文の把握 

・名詞・名詞構文の把握 

・仮定法の把握 等 

 

・共通テスト・英検形式リスニング 

 

【副教材】 

・スクランブル英文法・語

法 

 

・ターゲット英熟語 1000

をタンゴスタで出題 

 

【Online 英会話】 

月に 1～2 回の頻度で実施 

 

 

 


